
1 

 

2026/1/9 

厚生労働省 移植医療対策推進室殿 

情報システム作業班各位 

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク 

PMO 

 

心臓の選択基準改正（Status1Aの追加）に伴う E-VAS検証について

（検証結果のご報告） 

 

心臓の優先順位（Status1A）追加対応において、開発会社における E-VASプログラムの改

修（要件定義～総合テスト）を実施いたしました。 

JOTにおける検証結果についてご報告いたします。 

  

 

1. E-VAS改修の概要 

1.1 心臓移植希望者（レシピエント）選択基準改正 ※資料番号② レシピエント選択基準 

① 優先度（Status1A）の追加 

心臓の選択基準による並び順は以下の(1)～(5)となっているが、本改正により(2) 

の「治療等の状況による優先度」の中で最も優先度が高い Status1Aを追加する 

  (1)親族 

(2)治療等の状況による優先度（Status1A、Status1、Status2、Status3） 

(3)年齢 

(4)ＡＢＯ式血液型 

(5)待機期間 

② Status1の算出方変更 

Status1 日数の算出方法において、これまでは移植希望者が登録時 18 歳未満の場

合のみ、カテコラミン等の強心薬の持続的な点滴投与を受けている状態であれば 

Status1日数カウントしていたが、本改正により登録時の年齢を問わずカテコラミ 

ン等の強心薬の持続的な点滴投与を受けている状態であれば Status1日数をカウ 

ントする 

 

1.2 スケジュール ※別紙１ 選択基準等改定対応スケジュール 

2025年 4月～8月  要件定義、基本設計完了（開発会社） 

2025年 9月～10月 プログラム開発中（開発会社） 

2025年 11月～12月 プログラム試験予定（開発会社） 

2026年 1月    プログラム検証予定（JOT） 

2026年 1月中旬  検証依頼予定（システム作業班） 

資料番号① 
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2026年 3月    検証完了予定（システム作業班） 

 

2. 要件定義から受入試験までの流れ ※資料番号⑧ 要件定義から受入試験までの流れ 

    厚生労働省から提示された、「心臓移植希望者（レシピエント）選択基準の改正に

ついて」をもとに、追加される優先度（Status1A）と Status1日数の算出方法を変更

する際の仕様を厚生労働省に確認した上で、開発会社と協議の上、開発会社が作成し

た要件定義書及び基本設計書を JOTにて確認しました。 

    作成された基本設計書をもとに、開発会社に詳細設計から総合テストまでを業務

委託し、その際、JOTがソースコード修正の確認から単体・結合・統合テストの確認

を行いました。  

完成したプログラムに対して JOT がレシピエント選択基準及びシステム設計書を

もとに受入試験を行い、情報システム作業班による今回の E-VAS 検証作業の妥当性

を確認の上、本番環境へ導入します。 

 

3. E-VAS改修の検証内容 

3.1 開発会社の実施作業の確認 

開発会社に委託した作業の妥当性を以下のように確認を行い、問題ない事を確認し

ました。 

 ①要件定義、基本設計の確認 

 E-VASシステムは、ウォーターフォール・モデルによる開発を行っており、 

開発会社（開発会社）との要件定義の打ち合わせにおいて、システム開発・改修の

目的、機能要件（選択基準における優先順位及び除外条件を含む）、非機能要件、前

提条件などを明確にし、議事録、前提資料にて記録を残しています。 

 これらの資料を基に開発会社の要件確認メンバーを中心に基本設計を行っており、 

作成された基本設計書と JOT からの要件内容との整合を JOT システム管理部、医療

情報部にてレビューを行い、業務要件及びシステム要件が正しく反映されているこ

とを確認しました。 

※資料番号⑨ 要件定義書 

※資料番号⑩ 基本設計書 

※資料番号⑪ 議事録（要件定義、基本設計） 

 

② ソースコード修正の確認 

 納品されたドキュメントに含まれるソースコードのうち、選択基準の優先度を決

定するプログラムについては、現行ソースコードとのコンペアを行い、追加、修正、

削除部分を確認するとともに、机上検証（ソースコードレビュー）により、JOT 側

で技術的に可能な範囲においてロジックの妥当性を確認し、不明な部分については、

開発会社側に確認し問題ない事を確認しました。 
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③ 結合テスト、総合テストの確認 

開発会社が作成した結合／総合テスト項目を JOTにて事前確認しました。 

また、テスト結果についても、結果内容、バグ頻度、バグ内容の確認を行い、

受入試験工程に進められるかの工程移行判定を行いました。 

 

 3.2 JOT受入試験 

開発会社から納品されたプログラムが、レシピエント選択基準の改正に基づいて

正しく改修されており業務上問題なく運営できるか、開発会社が実施したテストと

は別の観点で検証しました。 

※資料番号③ 心臓の選択基準改正に伴う E-VAS検証作業について 

 

  3.2.1 優先順位に関する検証結果 

①ドナーのパターンテスト 

全ての移植希望者が対象となるドナーを作成し、ルール改正前後で E-VAS 選定リ

ストの出力を行い、想定通りの結果であることを確認しました。 

また、E-VAS選定リストの並び順が改正後の移植希望者（レシピエント）選択基 

準どおりになっていることを確認しました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②移植希望者の状態遷移テスト 

 本改修で追加された Status1Aに対して、移植希望者の状態（転帰、Status、親族）

を動的に変化させ、E-VAS選定リスト上で移植希望者の変更が適正に反映されている

ことを検証しました。 

 

 

 

ドナー 

パターン 
血液型 年齢 

検証対象の 

移植希望者数 
差異の件数 判定 

１ 
Ａ 

小児 ３５０人 ０件 ○ 

２ 成人 ３５０人 ０件 ○ 

３ 
Ｂ 

小児 ２４６人 ０件 ○ 

４ 成人 ２４６人 ０件 ○ 

５ 
Ｏ 

小児 ７５０人 ０件 ○ 

６ 成人 ７５０人 ０件 ○ 

７ 
ＡＢ 

小児 ６８人 ０件 ○ 

８ 成人 ６８人 ０件 ○ 

移植希望者の状態 
検証 

パターン 

検証対象の 

移植希望者数 
差異の件数 判定 

転帰 ４ ６２５人 ０件 ○ 

Status ８ ６２５人 ０件 ○ 

親族 ４ ６２５人 ０件 ○ 
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④ Excelとの比較テスト 

   E-VAS の結果が正しく選択基準に基づいていることを確認するため、手作業で作

成した Excel（レシピエント選定グループの担当者が作成）の結果と E-VAS の結果

を突合し、完全に一致することを確認しました。 

※資料番号⑦ Excelとの比較テストについて 

 

比較対象 検証対象の移植希望者数 差異の件数 判定 

Excel ６２６人 ０件 ○ 

 

⑤ BRMS（ビジネスルールマネジメントシステム）との比較テスト 

   E-VAS の結果が正しく選択基準に基づいていることを確認するため、BRMS で作成

した Excelの結果と E-VASの結果を突合し、完全に一致することを確認しました。 

    ※BRMS（ビジネスルールマネジメントシステム）とは、組織や企業の「ビジネスル

ール」を業務アプリケーションから切り離して、「ルールエンジン」によって、

ビジネスルールを登録・管理・実行するシステムの通称名です。 

    ※③④は E-VAS、Excel、BRMSのそれぞれ異なる選定ロジックで同じデータを用い 

た際、選定結果が同じになり担当者とシステム開発者間で選択基準の解釈に差 

異がないことを確認しました。 

比較対象 検証対象の移植希望者数 差異の件数 判定 

BRMS ６２６人 ０件 ○ 

 

4. 今後の予定 

本番リリース後と新基準適応日において、リストの並び順がレシピエント選択基準

の通りに出力されていることを確認します。 

また、BRMSを用いたダブルチェックも継続して続けて参ります。  

 

 

                                  以上 


